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小学校での動物飼育が
子どもの社会心理の発達に与える影響（縦断調査）

中島由佳（大手前大学）
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問題と目的

小学校での動物飼育は，動物やひとに対する共

感性や向社会性を始めとする社会心理に影響を持

つことが報告されている。しかし，なぜ学校での

動物飼育が心の発達に効果を持つのかについは，

明らかにされていない。

そこで本研究は，１学年の児童すべてが約 間

の動物飼育を経験する「学年飼育」に焦点づけ，

学校動物への愛着や飼育体験で感じた心理的要が

児童の社会心理に影響について検討した。

方 法

調査対象者と調査時期

小学 年時に学年飼育を行った児童（

名， 名， 名）

飼育開始前（ 月～ 月）

飼育終了時（ 月～ 月）

飼育終了約半年後（ 月～ 月

手続き

授業時間の一部を利用し質問紙調査を実施。調

査の所要時間は約 分。授業終了後に回収。

使用した尺度と実施時期

学校動物への愛着尺度 いとおしさ，動物への

理解の 因子構造を持つ 。

飼育前不安尺度 因子構造。 で測定。

学校動物飼育尺度 飼育の楽しさ，命への責任，

友だちとの協力の 因子構造を持つ 。

他者への共感性 児童用多次元共感性尺度（長

谷川ら ）の視点取得，共感的関心 。

向社会的行動 向社会的行動尺度（西村ら ）

の学校場面因子，家庭場面因子 。

結果と考察

学校動物飼育に関する各変数を説明変数，他者

への共感性及び向社会的行動を目的変数とした階

層的重回帰分析の結果を に記す。

飼育終了時 ，飼育終了から約半年経った

時期 ともに，他者との関係性の育みへの効

果が大きかったのは，飼育経験の中で体得した動

物への理解，飼育の楽しさ，命への責任であるこ

とが，結果からはうかがえる。
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外国につながる幼児に対する保育者の戸惑い
―保育者からの相談内容の語りを通して―

塘 利枝子（同志社女子大学）
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問題と目的

日本の就学前保育において 外国につながる幼

児の在籍者数は増加傾向にある。親の就労・帰国

等による頻繁な移動もあり 正確な人数を把握す

ることは困難であるが 両親が日本国籍をもつ子

どもが少子化の一途をたどる一方で 親が外国籍

であったり 日本語を母語としない子どもたちの

割合は増加傾向にある（厚生労働省 文部科

学省 。また中国語やポルトガル語など保育

者が第二外国語としても獲得していない言語を母

語とする保護者が多く 英語や日本語を使用して

保護者と情報伝達できないことから 保育現場で

は様々な課題を抱えている。

このような状況の中で 実際に外国につながる

幼児を受け入れている保育者は どのような戸惑

いや難しさを感じているのだろうか。本発表では

日本の関西にある外国につながる幼児の在籍率の

高い 保育所において行われた 保育者からの相

談内容を質的に分析・整理をした。なお本研究は

発表者の所属先の「人を対象にした倫理審査」を

受けている。

方 法

調査対象者

対象となった関西 市の公立 保育所は 日系

ブラジル人を中心に外国につながる幼児の在籍率

が約 である。保育者は全員が日本語を母語と

する者で 外国につながる幼児の保育研修や教育

を特に受けているわけではない。本発表では彼ら

の中でも ～ 歳児の担任保育者 人を対象とし

て 彼らからの相談を通して語られた保育者が感

じる戸惑いを分析の対象とする。なお個人情報保

護の観点から保育者の発言記載は仮名とする。

調査期間と場所

調査期間は 年 月～ 年 年 月に

行われた。場所は 保育所の相談室と各保育室で

あった。特に各保育室では子どもの様子を見なが

ら相談者と被相談者間で情報共有が行われた。

結果と考察

保育者からの相談内容の語りを質的に分析した

結果 保育者の戸惑いは以下の 点に整理された。

幼児の日本語理解の見極めの難しさ

「外国の子は保育者の指示が分かっているか

分っていないかが 子どもの反応を見ても分から

ない（ 歳児 担任保育者 。」「例えば左右 上

下などこちらが思ってもみない言葉が理解できて

いなかった。もうこの保育所に来て ヶ月になる

のに。あと ヶ月で小学校に行くのに どこまで

何を教えればよいかが分からない（ 歳児 担任

保育者 。」日本語を母語とする幼児とは異なる理

解判定の難しさや 当該年齢までに当然獲得して

いるはずの日本語が未習得であることへの保育者

の戸惑いがあげられた。

幼児の行動における文化性の許容の難しさ

「おやつを食べている時間が異常に長く 保護

者に尋ねるとブラジルではおしゃべりしながら長

い時間お茶を楽しんでいるから当該幼児もそれを

まねているのではと言われる。でも本人のわがま

まや特性とも思われ どこまで注意してよいかが

分からない（ 歳児 担任保育者 。」他の日系ブ

ラジル人幼児の行動とも比較したうえで 他児と

は異なる幼児の行動の違いの文化性をどこまで許

容してよいかが分からないという語りが見られた。

幼児の発達の遅れに対する見極めの難しさ

「日本語の理解不足もあるので 当該幼児の語

彙や文法の表出だけでは発達の遅れが見極められ

ない（ 歳児 担任保育者 。」発達の遅れの見極

めは日本語を母語とする幼児に対しては言語理解

や表出が一つの大きな目安になるが 日本語を母

語としない幼児には その目安がまったく使えな

いことに対する戸惑いがあげられた。

保護者とのコミュニケーション方法の難しさ

「翻訳機を使用しても細かいところが伝わりに

くい（ 歳児 担任保育者 。」定型の保育内容の

伝達や情報交換は 情報機器のアプリケーション

や翻訳された定型文書・絵を使用しているが 通訳

者が保育所に常駐していないため 細かな相談内

容には対応できないという語りが見られた。

保護者との養育観共有の難しさ

「雨が降ったから おじさんがブラジルから遊び

に来ているからと言って保育所を休ませる。せっ

かく日本語に慣れてきたのに 親は何を考えてい

るのか（ 歳児 担任教諭 。」言語コミュニケー

ションの困難さもあり 保護者の養育観が日本と

は異なることに対する戸惑いと 保護者との養育

観共有の難しさがあげられた。
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